
日本イヒ学会は 1878年に東京化学会として発足したも

のであるから,やがて100年 を迎えようとしている。い

くつかの記念事業が計画されているが,それに関連して

二つの国際的集会を開くことがきまってい る。そ の一

つはアメリカ化学会との共催で両者の年会を合 同 した

」oint National Meetingを 1979年 4月 にハワイで行

なう。 もう一つは IUPAC(国 際純正 0応用化学連合)

が隔年に行なう化学会議を 1977年に東京に招致するこ

とである。前者については未だ間があるので,その内容

の検討はしていないが,後者に関しては目下立案を急い

でいる。

日本化学会の創立は東京大学の創立から1年おくれて

いるが,世界の大学のなかで東大は若いにもか か わ ら

ず,日 本化学会は学会としてむしろ古い方である。主な

国の化学会の創立年次をみると, 英国が最も古 く 1841

年であって, フランスは 1857年, ドイツは 1867年 ,

旧ロシア化学会が 1868年,ア メリカが 1876年,オ ー

ス トリヤが 1897年 である。多 くの化学会が 1860～ 70年

代に発足していることは,その時代に近代化学が勃興し

たことを意味している。その象徴が 1860年に ドイツの

小都市カルルスルーエで開かれた化学会議である。

この会議は独 り化学のみでなく,学術上の国際会議と

しても哺矢というべきものである。その歴史的意義はま

ことに大きい。この会議の目的は当時末だ混沌としてい

た,原子,分子,等量,塩基度などの概念を整理し,化

学式の記号や系統的な命名法などについて協定しようと

するものであった。会議は9月 3日 ～5日 の3日 間で欧

州各地から集った化学者は当時としては多い 140名ほど

にのぼった。そのなかには ドイツの Liebig,Bayer,

Hofmann, Kekule, WOhler, Landolt, フランス の

Dumas,Friedel,Wurtz,英国の Bunsen,Frankland,

Williamson,ィ タ リーの Cannizzaro,ロ シ ァの

Mendelleevな どが含まれている。会議の内容がおもし

ろいので若干の例をあげると:(1)原子と分子とは区別

すべきものであるか,(2)分子は化学反応に与る最小量

を示すものとしてよいか,(3)原子は化合物中に存在し

得る最小量を示すものとして よいか,(4)compOund
atOmと いう語をやめて residueま たは radicalと ょ
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ぶべきか,(5)equivalentと ぃう概念は実験的なもの

で原子または分子の概念と独立 の もので あ るのか。

Kekuleで さぇ, 原子と分子とは区別する必要 が あ る

が,物理的分子と化学的分子は必しも同じものではない

という意見を述べたといわれる。この会議で大いに奮闘

したのがイタリーの Cannizzaroで , 物理的分子 と化

学的分子とは全 く同一のもので区別する必要はな く,気

体の分子は化学分子にはかならない。 したがって化学分

子の大きさは気体の比重によってきめることが で きる

し,ま た化合物の分子式もこれに基づいてきめられるも

のであることを力説した。Avogadroの分子説は 1811

年にでている。 しかしその説が認められるまでには 50

年を要 したといわれるのはこの会議を指している。カル

ルスルーエの会議では今日の化学の教科書の第 1章に書

いてあることが議論されたのである。近代化学の歴史は

この会議によって始まったといってもよいで あ ろ う。

1860年は日本の万延元年に相当し, 井伊大老が 桜田門

で斬られ,ま た勝海舟,福沢諭吉らをのせた成臨丸が米

国に渡航した年でもある。

カルルスルーエの会議が如何に当時の化学者を,む し

ろ化学そのものを勇気づけたかと言 うことは, これにつ

づく化学の発展にみられる。それから5年後 Kekuleに

よってベンゼンの構造式が提案され,1869年には Men―

delleevに よって元素の周期律が見出された。近代化学

の発進の路線が設定されたのである。

その後化学の国際会議は パリ万国博覧会 (1889), シ

カゴ万国博覧会 (1893)な どの機会に開かれたが,1894

年になって万国応用化学会議が形成された。IUPACの

前身とみるべきものである。この会議も回を重ねて,そ
の第 9回会議は 1915年にロシヤのセントペテロスブル

グ (レ ニングラー ド)で開催されることになった。その

当時わが国では第 10回の会議を日本に招致 したい希望

で内々準備をしていたようである。ところが第一次世界

大戦が勃発してロシヤでの会議は開かれるに至らなかっ

た。それが実現したのは 1965年である。

世界大戦後に事情が変った。万国応用化学会議に代っ

て 1918年に今日の IUPACが結成された。これは英・

米・ 仏など当時 ドイツと戦った連合国が中心となって結
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